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利用できる支援

● かかりつけの医療機関

● 地域の遺族支援サービスやホスピスでのサービス

● カウンセリング

● 宗教団体

● 信頼できる友人や親戚

● インターネットで提供される遺族支援サービス
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悲嘆は、始めはあなたをうちのめします。もはやこの世の中に正しいことなど何もないかのよ
うに感じるかもしれません。子どもが悲しみを理解できるように助けることは、親にとってとて
も難しいことに思えます。だからこそ、このガイドブックで説明したような、悲嘆についての事
実を理解することが重要なのです。悲嘆は時間の経過と共に変わってゆきます。いつもあなた
が悲しみに圧倒されているわけではないのです。あなたの大切な人生はこれからも続きます。
大切な人を失った喪失感は必ずしも軽くはなりませんが、今よりは耐えられるものに変わって
ゆくでしょう。

このガイドブックに書かれていることは、あなたとあなたの子どもが最後まで悲嘆の過程を歩
み通す助けになることと思います。悲嘆に対し、ありのままに、誠実に向き合うあなたの姿こ
そが、子どもへの素晴らしい贈り物であり、亡くなった愛する人との記憶を心から大切にして尊
重する最良の手段のひとつとなることと思います。

未来に向けて
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支援についての情報（米国）

支援についての情報（日本）

『National Center for School Crisis & Bereavement』
www.cincinnatichildrens.org/svc/alpha/s/school-crisis
喪失や危機にあっている子どもを支えるための学校や学校関係者のための情報が掲載されています。

『Comfort Zone Camp』
www.comfortzonecamp.org
大人や中高生の悲嘆のための情報が掲載されています。死別を経験した７歳から１７歳を対象とした無料
の合宿プログラムについての情報や、五歳以上のお子さんをもつ大人の自助グループについての情報があ
ります。

『National Alliance for Grieving Children』
http://www.nationalallianceforgrievingchildren.org
悲しみにある子ども、中高生、家族のための悲嘆支援プログラムのリストが掲載されています。

2009 年７月１日現在、ニューヨークライフ財団のウェブサイト（www.newyorklifefoundation.org）には
悲嘆にくれる大人や子どものための機関や、参考となるウェブサイトや書籍についてのリストが掲載されてお
り、これは随時更新されています。

『あしなが育英会』
病気や災害、自死（自殺）などで親を亡くした子どもたちや、親が重度後遺障害で働けない家庭の子どもた
ちを物心両面で支える民間非営利団体です。
http://www.ashinaga.org/

『児童相談所』
各都道府県および政令指定都市に設けられた児童福祉の専門機関。0 歳から17 歳の子どもを対象に、 児
童に関する様々な問題に対応しています。（各都道府県に問い合わせて下さい）

『精神保健福祉センター』
各都道府県および政令指定都市にある精神保健施策の推進、相談事業を行う行政機関。自死遺族のケア
を行っているところも多い
http://www.acplan.jp/mhwc/centerlist.html

www.cincinnatichildrens.org/svc/alpha/s/school-crisis
http://www.comfortzonecamp.org
http://www.nationalallianceforgrievingchildren.org
http://www.newyorklifefoundation.org
http://www.ashinaga.org/
http://www.acplan.jp/mhwc/centerlist.html
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大 切 な 人 を
失 っ た あ と に
子どもの悲嘆とケア
子どもを支える親と大人のためのガイドブック
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